
「災害に強いまちづくり」
～企業の防災対策～

平成15年度 災講演会講演録
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それでは本日のご講演をいたださます講師の先生を紹介させていたださます。

総務省消防庁予防課長の小林恭―先生でございます。先生は昭不□47年 に東京大学をご

卒業され、現在の国土交通省当時の建設省に入省され、昭和55年 に、当時の自治省消防

庁に人事異動になりました。その後、東京消防庁指導広報部指導課長を始め、自治省消防

庁特殊災害課長、同危険物規制課長等を歴任されまして、現在総務省消防庁予防課長であ

られます。小林先生は消防 ・防災に幅広くご活躍をされている方でございます。

本日の演題は 「続発する産業災害を考える」と題しまして、企業の防災対策をテーマに

ご講演をいただきます。それでは小林先生、よろしくお願いいたします。

ただいまご紹介いたださました消防庁予防

課長の小林でございます。ただいまご紹介い

たださましたように、私は昭和55年 から消

防庁およびその近辺に勤務しておりまして、

予防行政について長くやってきました。先ほ

どご紹介いただきましたように、特殊災害室

長とか、あるいは危険物規制課長など
1石
油コ

ンピナー トや危険物施設の災害対策も トータ

ルで7、 8年やりまたし、今の予防課長になっ

てからも、そのような経験もあるものですか

ら、いろいろな産業災害が起きるたびに駆り出されております。

予防課長の仕事は、病院、デパー トなどの防火対策が中心ですが、今日はどちらかとい

うと工場など
'産
業施設関係の方が多いということですので、事務局からの要望もあり、産

業災害関係の話をさせていただきたいと思います。

先ほとから市長さんの話にも出てき

ましたが、昨年夏以降、産業災害が続

発いたしました。ここにありますよう

に、特に夏以降、 7月 11日 の新日鉄

の八幡製鉄所の銑鉄流出事故から始ま

りまして、 8月 19日 の RDFの 三重

県の爆発がありました し、 8月 29日

にはエクソンモービルの名古屋油槽所

のタンク火災、それから9月 3日に新日鉄の名古屋の爆発、9月 8日 にブリヂス トンの栃木

工場のタイヤ火災、9月 26日 に出光興産の地震とそれに伴うタンク火災があって、2日後

の28日 にタンクの全面火災があつたということでございます。この近くの大和市でもイ

オンのごみ処理施設が爆発したりしまして、非常に大変なことが続けて起きているという

昨年夏以降の産業災害の続発

●7月 11日  新日鐵八幡製鉄所 銑鉄流出事故

●8月 19日  二重ごみ固形燃料(RDF)発電所 爆発火災

●8月 29日  エクソンモービル名古屋油槽所 タンク火災

●9月 3日  新日鐵名古屋製鉄所 ガスホルダー爆発事故

●9月 8日  プリジストン栃木工場 タイヤ火災

●9月 26日  出光興産北海道製油所 地震後のタンク火災

●9月 28日      ″      タンク全面火災

講演会講師 小林予防課長



ことでマスコミをにざわしたことは覚えていただいていると思います。

一つ―つの事故を少 し振り返ってみたいと思いますが、

新日鐵八幡製鉄所

まず新日鉄の八幡製鉄所の銑鉄流出事故で

すが、これは溶鋼鍋をクレーンでつり上げて

計量器に降ろす作業をしていたところ、この

溶鋼鍋がひっくり返って、銑鉄が流れ出して

火災になったということで死者が 1名、負傷

者が2名 出ました。これだけですと、時々あ

るような事故だということになります。

二重ごみ国形燃料(RDF)発 電所 爆発火災

●8月 14日 出火。作業員4名が負傷。
●消火困難のため消火 ・冷却活動を継続。
●19日 、RDF貯 蔵槽が爆発。屋根の上で消火活

動を行つていた消防隊員2名が屋根ごと200m

応、きとばされ、殉職。
●県外の消防緊急援助隊、独立行政法人消防研究

所などが応援したが、一応の鎮圧までに12日 、

鎮火までに45日 を要した。
●死者 2名
●負傷者 1名

銑鉄流出事故

新日鐵八幡製鉄所 銑鉄流出事故

●台車付溶鋼鍋(150トン入り)をクレーンで吊り上げ、

計量機に降ろす作業中、溶鋼鍋が横倒しになっ

たため、製鋼工場内に銑鉄が流出し、火災になっ

た。
●死者 1名
●負傷者 2名

二重県ご
iみ
固形燃料 (RDF)発 電所爆発火災

びつくりいたしましたのは8月 14日 の三

重県のごみ燃料の発電所、 RDFと いってい

ますが、この爆発火災でありまして、8月 1

4日 に出火 して、その時点でもう作業員4名

が負傷しておるのです。その後、消えないの

でずっと消火活動を断続的に続けていたので

すが、 19日 になって、 RDFの タンクの上

で消防隊員が上の穴からホースで水をかけて

その火災を消そうとしていたときに爆発が起

こりまして、屋根ごと200メ ー トル吹き飛ばされて殉職 してしまったという事故でござ

います。その後もこの火災はずっと消えず、四日市の石油コンビナー トの化学消防車両や、

県外からも名古屋市消防局の緊急援助隊が来たりして応援していたわけですが、消えない

のです。消防庁からも消防研究所の専門家などを派遣しまして、どのように消すか協力し

たのですが、一応鎮圧するまでに12日 間、鎮火までに45日 間、非常に長いことかかった

ということでございます。屋根が吹っ飛んでしまったということで、なかなか想像しにく

いような事故が起きました。消防庁でも一体どのようなことが起きているのかということ

が最初よくわかりませんで、まず 「RDFと は何だろう」ということからだったわけです。

生ごみなど
'を
乾かして、固めてベレット状にしたものを燃 して発電する施設で、リサイク

ルの視点からするとなかなかいいアイデアなのです。全国で似たような施設がどのくらい

あるのか、それから何か事故その他が起きていないかということを調べましたところ、全

国で233の 施設がありましたが、その中で実に60件 くらいの発熱あるいは発煙反応が起



ロ

さているということがわかりました。消防研

究所でいろいろ実験などをやってみますと、

実は非常に厄介な物質だということがわかり

ました。一抱え程度の大きさですと別にどう

ということはないのですが、たくさん集まり

ますと危険になるのです。この RDFに 若干

の水が加わりますと発酵を始めましてメタン

ガスなど
'が
出てくる。 しかも発熱反応ですか

ら温度が上がってくるのです。これが分厚く

堆積していると熱がたまって、ますます温度

が上がります。温度が上がると反応が活発になって、ますますメタンガスが出てくる。

温度が80度 くらいになると微生物は死んで発酵作用は止まりますが、今度は酸化反応

が始まって温度が上がります。温度が上がればますます酸化反応が進む。というわけで急

激に温度が上がり、ついに発煙したり発火したりするわけです。このような反応を熱暴走

反応と言います。

1メー トルく
°
らいの厚さで貯めておく分にはそれほとでもないのですが、3メー トル、

5メー トルなどになってきますと、水を含むと温度がど
1ん
とん上がり、一気に熱暴走反応

を始めるのです。暴走反応というと少し大げさですが、温度が下がる方向にいかないで、

温度が上がる方向に急激に移行してしまう代物だということです。

ところが、このRDFを 規制する法律は今までありませんでした。消防法には 「指定可

燃物」という規制ジャンルがありまして、そのようなものに該当すると考えようというこ

とで、今、法令の改正作業中です。

ガソリンだと弁当箱 1杯分く
・
らいでも相当危険ですが、 RDFの 場合は、弁当箱 1杯く

"

らいだと別に危険ではありません。ところが、 RDFは ある程度集積してくると非常に厄

介です。そこで 「危険物」ほどではいけれと
'「
指定可燃物」という石炭やプラスチック類

など
'よ
り少し高いという程度の危険1生のものに位置づけようということでございます。こ

れに対する安全対策なども含めまして法律改正も考えているところでございます。

エクソンモービル名古屋油層所 タンク火災

エクソンモービルの名古屋油槽所のタンク火災ですが、これは改造工事中のガソリンタ

ンク付近から出火したものです。貯蔵していたガソリンは抜き取ってあったのですけれと
'

も、出火当時、タンク下部の廃油をタンクローリーに移す作業中でありまして、死者が6

名、負傷者 1名 という非常に大きな人的被害を出したものです。

抜き取つたガソリンタンクで作業中に起こる事故というのは、実はそれほど珍しくあり

二重ごみ国形燃料 (RDF)発 電所全景



エクソンモービル名古屋油槽所 タンク火災

●改造工事中のガソリンタンク付近から出火。
●貯蔵していたガソリンは抜き取り済みだったが、

出火当時はタンク下部の廃油をタンクローリーに

移す作業中。
●死者 6名
●負傷者 1名

ません。わたしが苦危険物規制課長をやってい

たときは、ガソリンスタンドの廃業が続いてお

りました。ガソリンスタンドを廃業しますと、

地下に埋めたガソリンタンクを撤去することに

なるのですが、撤去作業中に結構このような爆

発や火災が何回か起さておりました。 
・

ガソリンというものは結構厄介なもので、ガ

ソリンを抜き取つたと思っても内面の錆の間などにカソリンが少しずつ残っているわけで

す。

ガソリンタンクを解体する時には、そんな残留ガソリンを抜くために、水を満タンにし

ては入れ替えるという作業をすることが一つのノウハウになっているのですが、ガソリン

タンクの解体経験の少ない業者が、 1～2回水を入れて出すと、とりあえずガソリンが抜

けたような気がするのです。それで溶断機か何かで熱すると、途端に錆の陰に隠れていた

ガソリンが充満して爆発するというわけです。

エクソンモービルの事故がどのような事故だったか、ということについてはその後フォ

□一していないので、私が今言ったようなことかと'うかはわかりませんが、もし似たよう

なことをやっていれば、ガソリンタンクなど
'は
簡単に爆発する、ということを忘れてはい

けないということだと思います。

新日鐵ガスホルダー爆発事故

新日鐵名古屋製鉄所
ガスホル

●新日本製鐵(株)名古屋製鐵所内の約4万 ポの

燃料用ガスのガスホルダー (高さ約50m、 直

径約35m)が 爆発、炎上。
●事業所内の従業員が負傷、周辺の民家も窓ガ

ラスが割れるなどの被害が出た。
●県内主要消防本部が応援部隊派遣
●負傷者 15名

新曰鉄の事故は、先ほとは八幡製鉄所でしたが、今度は名古屋製鉄所のガスホルダーの

爆発事故です。名古屋製鉄所の中に燃料用のガスホルダーというものがあるのです。これ

は、製鉄工程の過程で大量の一酸化炭素が出てくるので、それを貯めておいて燃料に使お

うというものだそうです。高さが約50メ ー トル直径35メ ー トルという非常に大きなもの

です。これは夜撮った写真 (No.1)ですが、このようなものが爆発炎上しまして、死者は

新日鐵ガスホルダー爆発事故(写真No.1)



ブリジストン栃木工場 タイヤ火災

●バンバリーエ場 (タイヤ原料のゴム平板を製造)の

精錬ミキサー付近から出火し、当該工場 (延面積

40885r)を 全焼。
●出荷予定のため屋外に保管していたタイヤ約 16

万5千本も焼失。
●消火活動に約2日間を要し、付近住民1708世 帯、

5032名 に避難指示が出された。
●東京消防庁など県外からも消防緊急援助隊が応

援。
●,肖防ロボットが活躍。

出なかったのですが、爆発によって周りの民家などに相当の被害が出ました。

これもすく
・
には消えないということで、県内の主要消防本部から応援部隊が派遣される

という事態になりました。

プリジストン栃木工場 タイヤ火災

それからブリジス トンの栃木工場のタイヤ

火災がありました。これは覚えておられる方

も多いと思います。このような大変な煙と火

が出る火災になったのです。 (写真No.2)

タイヤや合成樹脂類が燃えると、このよう

な煙が出ます。噴火したときの噴煙と同じよ

うな感じです。見ていただくとわかるように、

ものすごく固い感じで、普通の「煙」という範

ちゅうを超えています。そのような煙が50

メー トルではきかないで100メ ー トル近く立ち上がるというようになった。側にいると

ものすごい恐怖感を感じます。

バンバリーエ場という、タイヤ原料のゴムの板を作るところの精錬ミキサーというもの

の付近から出火しまして、工場全部、延べ面

積4万平方メー トルを全焼しました。隣に実

はもっと巨大な工場がありまして、そこに延

焼したら大変だと思って見ていたのですが、

とりあえず延焼しないで1棟で収まったとい

うことで、不幸中の幸いだったと思いますし、

その間の消防活動は大変だったと思います。

屋外のタイヤも16万 5千本が焼失しており

ます。

これも東京消防庁など
'か
ら緊急消防援助隊を出しました。もちろん消防庁からも消防研

究所からも現地に行って、東京消防庁自慢の遠隔操作で動く消防ロボットも出したのです。

しかし、このように大量の可燃物が本格的に燃え始めると、簡単には消えません。結局、

消火に2日間かかつて、付近の住民千七百世帯5千名に避難指示を出しています。結局隣

棟に延焼しなかったということでよしとしなければいけないということだと思います。

このように、工場のような大空間の中に可燃物がものすごくたくさんあると、これを火

災の途中で消すのは至難の業です。実は建築基準法では、大規模な建物については、火災

が発生しても全体が燃えてしまわないよう、千五百平方メートルごとに防火壁や防火シャッ

ブリジストン栃木工場火災(写真No.2)




